
令和７年４月２６日 

TO委員会 

令和７年度 TO講習会 資料 

１． ダウンロードできる資料について（JBAホームページより） 

・TOマニュアル 

・TOマニュアルハンドブック（２０２５年度版） 

・TO主任マニュアル（２０２５年度版） 

・U12 TOマニュアルハンドブック（２０２５年度版） 

・U12 TOサポーターマニュアル（２０２５年度版） 

２．気になる点 

〇メンバー登録は一人一人読み上げずに、終わったら「登録終わりました。」ま

たは、「どうぞ。」のみ。 

〇タイムアウト、メンバーチェンジの時は、TO席は立たずに、まず、サイン

を声無しで示し、それからベンチを指す。 

• チームからのタイムアウトの請求や交代の申し出を審判に知らせます。合図は、座ったままでブザーと

ジェスチャー で行います（声は出しません）。また、ポゼッションアローを操作します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【U12 TO マニュアルハンドブック（２０２５年度版）P４】 

〇ポゼッションアロー（矢印）は持ち上げない。 

• ジャンプボールシチュエーションが宣せられたら（第２Ｑ以降の各 Q、OT の最初の スローインの前



も含む）、アローに手を添えて準備をし、スローインのボールがコート 上のプレーヤー（味方でも敵で

も）に触れたときにアローを反転します。（アロー は、ファウル数のように持ち上げて見せる必要はあり

ません。） 

【U12 TO マニュアルハンドブック（２０２５年度版）P４】 

〇ハーフタイムのスコアチェックは前半の得点のみ。１Q○点、２Q○点と細

かく確認はしない。 

• 第 2Q が終了したら、スコアラーのスコアシートと、両チームのスコアシートを照らし合わせて、前半

の各プレーヤー とヘッドコーチのファウルの個数と合計得点を確認します。また、後半の最初にスロー

インするチームを確認します。 

【U12 TO マニュアルハンドブック（２０２５年度版）P５】 

〇ファウルは、まずチームファウルを積み、（ぐるぐる回す必要はありません。

すぐに積む。）それから個人ファウルを上げる。（横、正面、横を３秒ずつ、手

を伸ばして） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【U12 TO マニュアルハンドブック（２０２５年度版）P５】 



〇タイムアウトの計測スタートについて 

・審判が「タイムアウト」のシグナルを示したらスタートする。TO席の「タ

イムアウト」の合図で始めない。 

 

 

 

【U12 TO マニュアルハンドブック（２０２５年度版）P６】  

   〇試合のスタート、２４秒計のスタート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【U12 TO マニュアルハンドブック（２０２５年度版）P６、７】 



○24秒計の操作について 

24秒計を「表示」「非表示」する時がある。 

U12 TOマニュアルハンドブックの P7～P10参照。 

※フリースローの時は非表示にする。 

  〇スコアの書き方 

オウンゴールの時は 

▲を書きます。 

番号は書きません。 

 

 

 

 

 

〇スコアラーとアシスタントスコアラーのコミュニケーション 

〇タイマーとショットクロックオペレーターのコミュニケーション 

 お互いに声をかけ合いながら、試合の運営を進めましょう。 


